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１ はじめに 

近年、多くの企業や組織でデータサイエンティ

ストが必要とされいてる。それを踏まえて、文部

科学省が、数理・データサイエンス・AI 教育プロ

グラム認定制度を作り、全国の大学に参加を呼び

掛けている。この教育プログラムに対して、各大

学での対応は異なっており、それが大学の特色と

も関連している。本稿では、慶應義塾大学理工学

部として、どのように対応しているかについてま

とめてみることにした。 

 

２ データサイエンスとはなにか 

大学におけるデータサイエンス教育についてま

とめる際に、そもそもデータサイエンスとはどの

ようなものなのかを考えておく必要がある。デー

タサイエンスと聞いた時、AI を活用するというこ

とについては、全ての人からコンセンサスを得ら

れると思われるが、それ以外にはどのように考え

ればよいのだろうか。 

データサイエンスという言葉は、「統計学と情報

工学などの手法を組み合わせて、ビッグデータか

ら問題解決に必要な知見を引き出す研究分野」と

定義されているようである。しかし、マスコミな

ど取り上げられているデータサイエンス教育とデ

ータサイエンティスト教育というものが必ずしも

同じではないように思われる。まずはその点から

考えていく必要がある。次の節で、「データサイエ

ンティスト教育」と「データサイエンス教育」に

ついてどのような違いがあるかについて少しまと

めてみることにする。 

 

３ データサイエンティスト教育 

 まず、データサイエンティストとデータサイエ

ンスの違いについて考えてみることにする。デー

タサイエンティストとしての知識と能力を評価す

る試験として、データサイエンティスト検定があ

る。この検定試験では、データサイエンス力、デ

ータエンジニアリング力、ビジネス力の三つの能

力を評価している。次に、それぞれについてどの

ようなものか簡単に説明することにする。 

 

3.1 データサイエンティスト力 

 データサイエンス力というのは、主にデータサ

イエンスに必要な情報処理、人工知能、統計学な

ど情報科学計算を扱う能力である。データ分析を

行う上で必要な機械学習の理解もデータサイエン

ス力に含まれる。線形代数や確率統計など数学の

基本的な能力がデータサイエンティスト力の中心

となっている。 

 必要な数学および能力として、統計数理基礎、

線形代数基礎、微分・積分基礎、集合論基礎、デ

ータ理解、回帰･分類、評価、推定･検定、性質･

関係性の把握、因果推論、サンプリング、データ

クレンジング、データ加工、特徴量エンジニアリ

ング、表現・実装技法、意味抽出、時系列分析、

機械学習、深層学習、自然言語処理、画像認識、

映像認識、音声認識、パターン認識などがある。 

 

3.2 データエンジニアリング力 

 データエンジニアリング力というのは、プログ

ラムの設計や実装など直接的にシステムを作る力

である。データサイエンス力で記述した機械学習

の具体的な設計の工程などもここに含まれる。デ

ータサイエンティスト力とデータエンジニアリン

グ力は車の両輪のようなもので、両者があって初

めて力を発揮できる。 



 重要なスキルとして、Python などのプログラ

ミングスキル、システム企画、システム設計、ア

ーキテクチャ設計、クライアント技術、通信技術、

データ抽出、データ収集、データ構造の基礎知識、

テーブル定義、分散技術、クラウド、フィルタリ

ング処理、ソート処理、結合処理、前処理、マッ

ピング処理、サンプリング処理、集計処理、変換・

演算処理、データ出力、データ展開、データ連携、

プログラミング、アルゴリズム、SQL、IT セキュ

リティ、攻撃と防御手法、暗号化技術、認証など

が挙げられる。 

 

3.3 ビジネス力 

 ビジネス力というのは、データ分析を通じてビ

ジネスに貢献する力である。分析結果を出力して

終わりではなく、仮説や検証を繰り返して、実際

にビジネスの改善に関与する技量が重要である。

データサイエンスは、ビジネスを改善することに

よって、会社の業績を上げていくことが目的なの

で、分析を行うだけでは十分ではない。ゼロから

会社や事業を創り出す人をアントプレナー（起業

家）というが、アントプレナー力がなければせっ

かくの分析結果が無駄になってしまう。 

 他の必要な能力として、ビジネスマインド、デ

ータ･AI 倫理、コンプライアンス、契約、構造化

能力、言語化能力、ドキュメンテーション、説明

能力、AI 活用検討、スコーピング、データ入手、

分析アプローチ設計、データ理解、意味抽出･洞察、

評価･改善方法、リスクマネジメントなどが挙げら

れる。 

 

3.4 データサイエンス教育 

 前節まで、データサイエンティスト教育に必要

な 3 つの能力について説明を行った。それでは、

データサイエンス教育は、データサイエンティス

ト教育とどのように違うのだろうか。簡単に言う

と、データサイエンティスト教育のビジネス力に

関する教育を除いた内容がデータサイエンス教育

となる。 

 ビジネス力まで含めた教育を行うためには、か

なり特殊な授業が必要となる。本塾大学理工学部

では、管理工学科がそのような授業科目を設置し

ている。アントプレナー力を養うためには、座学

の授業だけでは無理で、フィールドワーク的な内

容を含む必要がある。授業の一環として理工学部

の文化祭（矢上祭）に模擬店などを出店し、どの

ような店にするかについての検討、ビジネスモデ

ルとしたときにどのような成果があったのか、改

善するにはどのようにしたらよいかなどを現実の

問題として扱っているようである。少人数教育で

行う必要もあり、学部全体で行うことは難しい。

理工学部で行うことができるのは、データサイエ

ンス教育までと考えたほうがよい。ビジネス力に

ついては、各学生が独自に身に着けていく必要が

ある。社会で必要としているのはデータサイエン

ティストのようであるが、ビジネスセンスを養う

のはかなり難しく、時間がかかると思われる。 

 

４ 慶應義塾におけるデータサイエンス教育 

4.1 SFCにおけるデータサイエンス教育 

 慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスの総合政策学

部・環境情報学部では、文理融合・学際的研究の

ためのキャンパスとして、数理・統計科目の習得

を重要視している。このキャンパスでは、社会の

問題を的確に認識し、解決していく手法データビ

ジネスにおける利用データサイエンス人材の育成

に積極的に取り組んでいる。 

 データサイエンス人材を育てるためには、問題

発見・問題解決能力の育成が不可欠であり、その

ためには数学・統計学が極めて必要となる。SFC

はいろいろな大学入試形態をとっており、入試科

目で数学を選択せずに大学に入学している可能性

もある。これらの学生も含めてデータサイエンス

教育を行うには、データサイエンス科目の必修化

が必要だと言われている。もともとが分離融合型

の学部なので、近年の話題となっているデータサ

イエンス教育には対応しやすいものと考えられる。 

 

4.2 理工学部におけるデータサイエンス教育 

 次に慶應義塾大学理工学部におけるデータサイ

エンス教育についてみてみることにする。理工学

部は表 1 に示すように、大学入学時に 5 つの学門

のいずれかを選んで、入試を受けることになる。

近年、学門制の変更があり、学門 A, B, C, D, E と



いう名前になっている。それぞれの学門は表に示

す分野で分けられている。学門 C が、情報・数学・

データサイエンス分野となっており、データサイ

エンスに興味のある高校生は、この学門を受験す

るものと思われる。学門 C に割り当てられている

学科は、情報工学科、数理科学科、管理工学科、

生命情報学科である。 

 

表 1：理工学部の学門制 

学門 対応学科 

学門 A（物理・電気・機械

分野） 

物理学科、物理情報工学科、

電気情報工学科、機械工学科 

学門 B（電気・情報分野） 

電気情報工学科、情報工学

科、物理情報工学科、システ

ムデザイン工学科 

学門 C（情報・数学・デー

タサイエンス分野） 

情報工学科、数理科学科、管

理工学科、生命情報学科 

学門 D（機械・システム分

野） 

機械工学科、システムデザイ

ン工学科、管理工学科 

学門 E（化学・生命分野） 
化学科、応用化学科、生命情

報学科 

 

大学 1 年時は、全学科に対してほぼ同様（若干の

違いはあるが）の数学・物理・化学の教育が行わ

れている。大学 2 年以降の授業については、各学

科に任されており、同じ名前の授業があったとし

ても、教える内容については異なっている可能性

がある。 

 

4.3 理工学部の教育理念 

 慶應義塾大学理工学部は、王子製紙の会長だっ

た藤原銀次郎氏が私財を投じて「藤原工業大学」

を設立したことから始まる。藤原工業大学は、後

に慶應義塾に寄付され、現在の慶應義塾大学理工

学部となっている。藤原工業大学が寄付されたと

き、藤原銀次郎氏としては社会（会社）で役に立

つ即戦力の教育をしてほしかったようである。し

かし、寄付を受けた際の慶應義塾の小泉信三塾長

の「すぐに役に立つものは、すぐ役に立たなくな

る」「すぐ役に立たないようなことを教えれば、生

涯ずっと役に立つ」という言葉は印象的なもので

ある。この考え方が、今のリベラルアーツにもつ

ながっているように思われる。 

 即戦力になる人物をスペシャリスト、即戦力で

はないが基礎学力を基にして自分自身で開発して

いく人物をジェネラリストとすると、慶應義塾大

学理工学部ではジェネラリスト教育を目指してい

ることになる。そのようなことから、学生が各自

でデータサイエンスに対する意識を持ち、自分自

身が目指すデータサイエンティストに向けて自分

自身を鍛えていくことになる。つまり、慶應義塾

大学理工学部では、学部としてデータサイエンテ

ィストに特化したカリキュラムを作るということ

は理念としてふさわしくないように思われる。 

 

4.4 学生主体のデータサイエンス教育 

 先にも述べたように、理工学部の学門制の学門

C に「データサイエンス分野」というものがあり、

確かにデータサイエンスの基礎になる数学、プロ

グラミング能力、ビジネス力を強化する科目など

が多い学門となっているが、学生が受け身になっ

ていてはデータサイエンティストになることはで

きない。個々の学生の意識というものが重要な要

素となっている。また、学門 C 以外でもデータサ

イエンスに必要な数学科目やプログラミング科目

は多数用意されている。さらに、各学門の中に情

報系の研究室は多数存在するので、研究室の研究

テーマによっては、データサイエンティストの素

養を身に着けることは十分に可能となっている。 

 プログラミングは、データサイエンスのために

重要な能力である。慶應義塾では、AI・高度プロ

グラミングコンソーシアムを設立し、義塾の学生

に対して講習会やプログラミングコンテストなど

のサービスを提供している。また、国際大学対抗

プログラミングコンテストへの出場なども積極的

に勧めている。ビジネス力については、現時点で

対応できているのは、管理工学科だけのように思

われる。いずれにしても、自分をどのように鍛え

て能力を身に着けていくかは、学生次第となる。 

 

５ おわりに 

本稿では、慶應義塾大学理工学部としてどのよ

うなデータサイエンス教育を行っているかについ



て説明した。まず、慶應義塾大学理工学部では、

データサイエンスのスペシャリストではなくジェ

ネラリストとしての教育を行っている。これは、

慶應義塾大学理工学部設立当時の理念にも関係し

ている。各学科で、データサイエンティスト教育

に必要なデータサイエンス力、データエンジニア

力に関連する科目は用意されている。ビジネス力

までを考慮した科目設置としては、管理工学科が

最も対応できている。 

今回はデータサイエンティスト検定に必要な教

育を中心に記述したが、今後のデータサイエンス

がどのようなものかについては検討が必要である。

現在、各企業でデータサイエンティストが必要と

なっていることは、マスコミが報道しているとお

りである。今後も同じタイプのデータサイエンテ

ィストが必要になるのか、また違ったタイプのサ

イエンティストが必要になるのかについては、常

に観察が必要である。また、即戦力になるかどう

かを企業が判断するとき、検定試験や認定試験な

どの結果が必要になるが、どのような認定試験が

出てくるのかについても注意しておかなければな

らない。 

 

 


